
部
長
の
丸
山
璃
恋
さ
ん
（
３-

４
）

は
「
１
日
目
の
合
同
チ
ー
ム
と
潮
陵

戦
は
ミ
ス
が
多
く
、
流
れ
を
持
っ
て

こ
れ
な
か
っ
た
。
桜
陽
戦
は
サ
ー
ブ

で
流
れ
を
作
る
こ
と
が
で
き
た
。
倶

知
安
戦
は
サ
イ
ド
ア
ウ
ト
が
で
き
て

い
た
」
と
振
り
返
っ
た
。

今
後
、
「
連
続
失
点
を
な
く
し
、

上
を
目
指
せ
る
よ
う
に
頑
張
り
た
い
」

と
全
道
ベ
ス
ト
８
以
上
を
目
標
に
一

層
練
習
に
励
む
覚
悟
だ
。

心
温
ま
る
交
流

ク
ル
ー
ズ
船
の
観
光
案
内

４
月
20
日
、
本

校
の
２
・
３
年
生

（
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

部
と
ド
リ
ゼ
ミ
の

グ
ロ
ー
バ
ル
カ
ル

チ
ャ
ー
専
攻
の
生

徒
）
が
小
樽
港
に

寄
港
し
た
ダ
イ
ヤ

モ
ン
ド
・
プ
リ
ン
セ
ス
号
の
乗
客
へ

の
観
光
案
内
を
し
た
。

パ
ン
フ
レ
ッ

ト
を
配
布
し
た

下
瀬
雅
珠
さ
ん

は
「
乗
客
の
方
々

が
片
言
の
日
本

語
で
声
を
か
け

て
く
だ
さ
り
、

楽
し
く
で
き
ま

し
た
」
、
作
田
雫
月
さ
ん
は
「
『
あ

な
た
の
英
語
は
上
手
だ
よ
』
と
言
っ

て
く
だ
さ
る
方
が
何
人
も
い
て
、
う

れ
し
か
っ
た
で
す
」
と
語
っ
た
。

間
宮
さ
く
ら
さ
ん
、
長
谷
川
心
菜

さ
ん
は
観
光
案
内
の
グ
レ
ー
ド
ア
ッ

プ
の
た
め
に
函
館
遺
愛
女
子
高
校
の

視
察
に
行
き
、
今
回
は
街
ま
で
観
光

案
内
し
た
。
今
回
で
３
回
目
の
案
内

に
な
る
間
宮
さ
ん
は
「
歩
き
な
が
ら

話
が
で
き
て
勉
強
に
な
っ
た
。
フ
ィ

リ
ピ
ン
、
イ
ギ
リ
ス
、
ア
メ
リ
カ
な

ど
国
籍
は
様
々
だ
っ
た
」
、
服
部
梅

さ
ん
は
「H

a
v
e

a
n
i
c
e

d
a
y
.

と
声

を
か
け
る
と
、Y

o
u
,
t
o
o
.

と
返
し
て

く
れ
、
フ
レ
ン
ド
リ
ー
で
優
し
か
っ

た
。
日
本
人
の
乗
客
も
私
た
ち
の
活

動
を
褒
め
て
く
だ
さ
り
、
温
か
か
っ

た
」
と
振
り
返
っ
た
。

(1)第４号 小樽双葉高校新聞「学道一如」 ２０２５年４月２２日

学

道

一

如
発行

小樽双葉高校
生徒会通信

2025年4月22日
第４号「全道大会でも大きい声を出し、勝利を積み上げたい」と宮崎さん（中央）

４
月
19
日
、
20
日
、
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
地
区
春
季
大

会
が
開
催
さ
れ
、
本
校
は
初
戦
で
合
同
チ
ー
ム
（
小
樽
潮

陵
、
小
樽
明
峰
、
小
樽
水
産
、
倶
知
安
）
に
96-

25
で
勝
利

し
、
決
勝
で
余
市
に
82-

28
で
勝
利
し
、
優
勝
し
た
。

部
長
の
宮
崎
由
唯
さ
ん
（
３-

３
）
は
、
「
前
よ
り
も
パ

ス
回
し
が
速
く
な
り
、
コ
ー
ナ
ー
の
合
わ
せ
も
よ
く
な
っ

た
。
今
後
シ
ュ
ー
ト
確
率
を
上
げ
、
試
合
の
流
れ
を
自
分

た
ち
の
方
に
引
き
寄
せ
た
い
」
と
語
っ
て
い
る
。

ふたばのトレードマークで笑顔の記念写真、前列中央が丸山璃恋さん

バ
レ
ー
部
春
季
大
会
優
勝

全
道
に
向
け
て
好
発
進

バ
レ
ー
部
も
19
日
、
20
日
に
地
区

春
季
大
会
が
行
わ
れ
た
。
小
樽
未
来

創
造
・
岩
内
（
合
同
チ
ー
ム
）
、
小

樽
桜
陽
、
小
樽
潮
陵
、
倶
知
安
の
４

チ
ー
ム
と
対
戦
し
、
い
ず
れ
も
２-

０
で
勝
利
し
、
優
勝
し
た
。


